
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危

機
が
日
本
経
済
に
深
刻
な

影
響
を
与
え
、
多
く
の
企

業
が
派
遣
切
り
や
リ
ス
ト

ラ
計
画
を
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。
市
内
の
企
業
で
も

椿
本
チ
エ
イ
ン
や
新
電
元

工
業
が
大
規
模
な
リ
ス
ト

ラ
計
画
を
す
す
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
飯
能
市
議

団
は
、
一
般
質
問
で
取
り

あ
げ
る
と
と
も
に
、
１
２

月
議
会
で
は
全
会
派
一
致

で
緊
急
経
済
対
策
を
市
長

に
求
め
ま
し
た
。
さ
ら
に

党
議
員
団
と
し
て
、
１
２

月
２
５
日
に
市
内
企
業
の

派
遣
切
り
・
期
間
工
切
り

な
ど
に
雇
用
を
守
る
よ
う

申
し
入
れ
を
行
う
こ
と
な

ど
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

１
月
２
７
日
の
臨
時
議

会
を
前
に
し
た
会
派
代
表

者
会
議
に
緊
急
経
済
対
策

が
明
ら
か
に
さ
れ
ま
し
た

の
で
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

融
資
制
度

貸
付
期
間
の
延
長
（
運

転
資
金
７
年
か
ら
１
０
年

に
。
設
備
資
金
１
０
年
か

ら
１
２
年
に
。
）
貸
付
利

率
を
１
・
７
５
％
か
ら
１
・

５
０
％
に
引
き
下
げ
る
期

間
を
２
１
年
９
月
ま
で
延

長
す
る
。

公
共
事
業

一
般
競
争
入
札
（
制
限

付
）
を
地
域
要
件
で
市
内

業
者
に
限
定
。

前
払
金
支
払
限
度
額
を

３
割
か
ら
４
割
へ
。
早
期

発
注
と
早
期
支
払
。

勤
労
者
住
宅
資
金

貸
付
の
限
度
額
引
き
上

げ
（
１
０
０
０
万
か
ら
１

５
０
０
万
円
。
リ
フ
ォ
ー

ム
へ
も
適
用
（
３
０
０
万

限
度
）
。
西
川
材
使
用
住

宅
建
築
補
助
金
限
度
額
の

引
き
上
げ
（
新
築
２
０
万

か
ら
４
０
万
、
リ
フ
ォ
ー

ム
５
万
円
か
ら
１
０
万
円

に
）緊

急
雇
用
対
策

２
０
年
度
＝
臨
時
職
員
１

２
人
、
林
業
作
業
員
１
０

人
、
観
光
等
の
作
業
員
７

人
採
用
。

２
１
年
度
＝
臨
時
事
務
職

員
２
８
人
、
林
業
作
業
員

７
人
、
観
光
等
作
業
員
４

人
採
用
。

そ
の
他
、
失
業
者
緊
急

相
談
窓
口
を
月
４
回
（
金

曜
日
）
開
設
す
る
ほ
か
、

失
業
者
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
会
議
を
設
置
し
、
関
係

機
関
と
連
携
し
て
、
失
業

非
正
規
労
働
者
及
び
派
遣

労
働
者
等
の
生
活
支
援
や

早
期
就
職
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

宮
沢
湖
の
近
く
に

「
峠
下
」
と
い
う

バ
ス
停
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
時
は
小

雪
が
ち
ら
つ
い
て

い
た
の
で
す
が
、

と
っ
て
も
い
い
名

前
だ
と
思
い
ま
し

た
。
「
風
影
」
と

い
う
素
敵
な
地
名
も
あ
り
ま
す
。

誰
が
こ
ん
な
名
前
を
つ
け
た
の

で
し
ょ
う
か
。
伊
藤
静
雄
の

「
く
さ
か
げ
の

な
も
な
き
は

な
に

な
を
い
ひ
し

は
じ
め

の
ひ
と
の

こ
こ
ろ
を
ぞ
お
も

ふ
」
と
い
う
い
う
短
歌
を
思
い

出
し
て
し
ま
い
ま
す
▼
多
峯
主

山
と
い
う
山
の
名
前
も
風
格
が

あ
り
ま
す
。
地
名
や
山
の
名
前

か
ら
ふ
る
さ
と
に
愛
着
を
感
じ

る
と
い
う
こ
と
も
多
い
。
し
か

し
そ
の
ふ
る
さ
と
が
高
齢
化
や

人
口
の
減
少
で
、
危
機
に
瀕
し

て
い
ま
す
。
十
年
、
二
十
年
後

に
は
地
域
か
ら
小
学
校
が
消
え
、

集
落
が
な
く
な
る
と
い
う
心
配

も
あ
り
ま
す
▼
そ
ん
な
時
だ
か

ら
こ
そ
、
地
域
の
声
を
市
政
に

届
け
る
か
け
橋
と
し
て
市
議
会

に
は
が
ん
ば
っ
て
欲
し
い
と
思

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
街
を
ど
う

す
る
か
と
い
う
本
質
的
な
論
議

は
棚
上
げ
し
て
、
「
議
員
報
酬

を
引
上
げ
る
た
め
に
議
員
定
数

を
削
減
し
ろ
」
と
は
ひ
ど
い
も

の
で
す
。
情
け
な
く
な
り
ま
す
。

多
数
を
背
景
に
、
こ
ん
な
理
由

で
市
民
の
声
を
切
り
捨
て
る
の

は
議
会
の
自
殺
行
為
と
い
わ
れ

て
も
し
か
た
が
あ
り
ま
せ
ん
。
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飯
能
市
緊
急
経
済
雇
用
対
策

融
資
、
公
共
工
事
、
雇
用
対
策
示
す

２月８日（日）
１１時開場：１２時開会

飯能中央公民館ホール

会費：２０００円

第一部 式典 国会情勢報告

第二部 文化交流

民謡、舞踊、マジック、写真展など盛り

だくさんです。ぜひご参加ください。また、

景品として拠出品を募集しています。実行

委員までご連絡ください。ご協力を宜しく

お願いいたします。

主催：日本共産党飯能市委員会 同後援会

１
２
月
市
議
会
に
現
行

２
３
名
の
議
員
定
数
を
４

名
削
減
す
る
条
例
案
が
中

村
・
野
田
市
議
か
ら
提
出

さ
れ
、
大
久
保
市
議
ら
か

ら
２
１
に
す
る
修
正
案
、

２
６
名
に
す
る
共
産
党
の

修
正
案
が
１
６
日
の
議
会

運
営
委
員
会
で
審
議
さ
れ

ま
し
た
。

中
村
市
議
は
、
１
９
人

に
し
た
場
合
、
チ
ェ
ッ
ク

機
能
が
落
ち
る
こ
と
、
常

任
委
員
会
が
６
名
に
な
り
、

議
論
が
低
調
に
な
る
こ
と
、

日
高
市
で
も
１
８
名
に
し

て
問
題
に
な
っ
て
い
る
こ

と
を
認
め
ま
し
た
。

大
久
保
議
員
は
、
現
行

２
３
名
だ
が
２
名
欠
員
で

も
支
障
が
な
い
な
ど
を
提

案
理
由
に
挙
げ
て
い
る
の

に
対
し
て
、
新
井
た
く
み

市
議
は
、
「
公
選
法
上
６

分
の
１
以
上
の
欠
員
で
な

い
た
め
に
補
欠
選
挙
が
実

施
さ
れ
な
か
っ
た
だ
け
で
、

市
長
選
が
市
議
選
前
に
あ

れ
ば
必
ず
選
挙
で
補
充
さ

れ
た
は
ず
だ
」
と
指
摘
し

ま
し
た
。

採
決
の
結
果
は
、
加
涌

市
議
が
退
場
し
、
１
９
案

が
３
、
２
１
案
が
３
、
２

６
案
が
１
で
い
ず
れ
の
案

も
過
半
数
に
達
し
て
お
ら

ず
、
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

常
任
委
員
会
中
心
主
義
と

言
わ
れ
る
運
営
の
な
か
で
、

委
員
会
で
全
て
否
決
さ
れ

た
も
の
を
本
会
議
の
多
数

で
決
め
る
と
し
た
ら
問
題

が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
議
員
定
数
は
議
会

制
民
主
主
義
の
大
元
に
な

る
も
の
で
す
。

定
数
削
減
問
題

議
運
で
全
案
を
否
決



思
わ
ず
口
ず
さ
む
よ
う

な
フ
ル
ー
ト
演
奏
で
始
ま
っ

た
新
春
の
集
い
は
、
１
月

18
日
（
日
）
午
後
６
時
よ

り
支
部
事
務
所
で
70
人
の

仲
間
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
今
年
は
政
治
闘
争
の
年

で
す
」
と
力
強
い
飛
山
副

支
部
長
の
司
会
者
あ
い
さ

つ
の
後
、
関
谷
支
部
長
よ

り
「
未
曾
有
の
不
況
が
建

設
産
業
を
取
り
巻
い
て
い

る
。
こ
の
窮
状
を
打
開
す

る
た
め
、
組
織
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
結
集
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
！
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て

飯
能
日
高
地
労
連
議
長
、

飯
能
民
商
会
長
、
日
本
共

産
党
飯
能
市
議
団
の
４
名

の
市
議
が
連
帯
の
あ
い
さ

つ
を
行
い
、
金
子
副
支
部

長
の
乾
杯
で
歓
談
と
な
り

ま
し
た
。
途
中
、
加
治
分

会
の
仲
間
も
参
加
し
て
い

る
神
鼓
會
の
御
囃
子
で
は
、

軽
快
な
太
鼓
の
リ
ズ
ム
と

共
に
獅
子
舞
が
で
る
な
ど

大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
そ
の
盛
り
上
が
る
中

で
行
わ
れ
た
秋
の
拡
大
月

間
の
表
彰
式
で
は
、
本
部

か
ら
の
表
彰
状
の
授
与
式

も
合
わ
せ
て
行
い
ま
し
た
。

ま
た
拡
大
の
訴
え
で
は
、

興
梠
組
織
部
長
か
ら
「
１

月
22
日
か
ら
春
を
呼
ぶ
特

別
期
間
が
始
ま
り
ま
す
。

ぜ
ひ
組
織
増
勢
に
向
け
て

皆
さ
ん
の
ご
奮
闘
を
」
と

力
強
い
訴
え
が
あ
り
ま
し

た
。お

知
ら
せ

講
演
会
の
ご
案
内

食
糧
高
騰
・
世
界
で
暴

動

日
本
の
食
糧
自
給

と
安
全
な
食
べ
物

１
月
２
５
日
（
日
）

午
後
２
時

富
士
見
公
民
館

講
師
：
松
本
慎
一
さ
ん

埼
玉
農
民
連
事
務
局
長

埼
玉
Ａ
Ａ
Ｌ
Ａ
飯
能
支
部

「
川
柳
に
み
る
人
と

社
会
」

２
月
１
１
日
（
水
）

午
後
２
時

富
士
見
公
民
館

講
師

高
鶴
礼
子
さ
ん

（
川
柳
作
家
）

主
催･

日
高
飯
能
民
主
文
庫
の
会

一丁目クラブ

（飯能駅徒歩５分・消防稲荷分署南側）

深刻な不況のなかで、企業の身勝手なリストラや倒

産・失業、不払い、高い国保税の滞納、サラ金などで

悩んでいませんか。

日本共産党は、民主団体と共催で、「なんでも相談

会」を計画しました。お気軽にご相談ください。

今回も弁護士と社会保険労務士などの専門家、土建・

民商の役員などと市議会

議員の金子としえ、山田

とし子、新井たくみ、滝

沢おさむが対応します。

一人で悩んでいないで、

お気軽にご相談ください。

２００９年１月２５日 ＮＯ．１６５６

今
年
は
政
治
闘
争
の
年

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
結
集
し
て
勝
ち
抜
こ
う

土
建
飯
能
日
高
支
部
新
春
の
集
い

（日）

午前１０時～午後３時

相談無料

街
の
中
を
自
転
車
で
走
り

回
り
、
子
育
て
真
っ
最
中
の

お
母
さ
ん
た
ち
の
声
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
不
安
の

声
、
不
況
に
よ
る
商
店
街
の

要
望
な
ど
、
市
民
の
切
実
な

願
い
を
議
会
に
届
け
一
生
懸

命
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
特

に
子
育
て
は
「
安
心
し
て
子

ど
も
を
育
て
ら
れ
る
環
境
が

一
番
大
事
」
と
い
う
信
念
で
、

す
ぎ
の
こ
保
育
園
時
代
の
経

験
も
生
か
し
て
、
保
育
士
や

子
ど
も
た
ち
の
立
場
に
立
っ

て
常
に
「
保
育
環
境
の
改
善
」

を
求
め
て
き
ま
し
た
。
こ
ど

も
の
医
療
費
の
無
料
化
は
小

学
校
卒
業
ま
で
あ
と
一
歩
の

所
ま
で
き
て
い
ま
す
。
何
と

し
て
も
実
施
さ
せ
た
い
と
強

く
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

正
規
・
非
正
規
の
雇
用
が
重

大
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

以
前
か
ら
臨
時
保
育
士
の
待

遇
改
善
を
求
め
て
き
ま
し
た
。

担
任
手
当
、
年
間
２
ヶ
月
の

一
時
金
支
給
、
定
期
昇
給
、

２
１
年
度
か
ら
は
日
額
給
か

ら
月
額
給
に
と
改
善
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

地
域
で
は
「
気
軽
に
相
談

で
き
る
山
田
さ
ん
！
」
と
、

蜂
の
巣
の
駆
除
か
ら
多
重
債

務
、
医
療
費
の
還
付
請
求
や

生
活
保
護
、
相
続
・
離
婚
問

題
な
ど
、
多
様
な
相
談
が
寄

せ
ら
れ
解
決
の
た
め
に
日
々

飛
び
回
っ
て
い
ま
す
。

山
田
と
し
子

入
間
市
野
田
で
生
ま
れ
、

岩
沢
に
住
ん
で
５
０
年
。
地

域
を
見
つ
め
な
が
ら
、
地
域

の
方
と
一
緒
に
住
み
よ
い
環

境
を
目
指
し
て
取
組
ん
で
い

ま
す
。
岩
沢
地
区
は
１
０
数

年
間
、
区
画
整
理
事
業
の
網

が
か
か
っ
た
ま
ま
、
ほ
と
ん

ど
事
業
が
進
ま
ず
放
置
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
道
は
狭
い
ま

ま
、
下
水
道
も
未
整
備
で
す
。

「
緊
急
自
動
車
が
現
場
に
着

け
ら
れ
な
い
、
日
々
の
排
水

に
苦
労
し
て
い
る
、
何
と
か

改
善
し
て
欲
し
い
」
と
の
住

民
の
声
。
区
画
整
理
事
業
は

あ
ま
り
に
も
過
大
な
計
画
で

事
業
に
頼
っ
て
い
て
は
現
在

の
環
境
の
改
善
は
望
め
ま
せ

ん
。
住
民
の
立
場
で
、
毎
回

議
会
で
取
上
げ
質
問
し
て
き

ま
し
た
。
市
も
事
業
を
見
直

す
こ
と
を
認
め
、
現
在
作
業

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
住

民
が
困
っ
て
い
る
こ
と
は
改

善
さ
れ
る
ま
で
粘
り
強
く
発

言
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
市
の
未
来
の
財
産
、

子
ど
も
た
ち
の
問
題
で
も
奮

闘
、
放
課
後
の
子
ど
も
達
を

守
る
、
学
童
ク
ラ
ブ
の
施
設

整
備
で
は
、
加
治
東
小
、
加

治
小
の
施
設
整
備
を
進
め
、

２
１
年
度
は
双
柳
学
童
ク
ラ

ブ
の
新
築
が
約
束
さ
れ
ま
し

た
。

滝
沢
お
さ
む

“
市
民
の
声
”
し
っ
か
り
議
会
へ

「
滝
沢
お
さ
む
」
い
つ
で
も
全
力

経
験
生
か
し

保
育
環
境
を
改
善

挨拶する関谷支部長


